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６月２８日に、区内の大泉第一小学校で、児童が襲われるというあってはならない事件が発生しま
した。本校では、外部からの不審者侵入防止対策として、５月より実施していますが西門以外の門は
施錠をし、入り口を一つとしています。また、休み時間には、看護当番の教員が校庭に出て、安全確
保に努め、空き時間の教員は、校舎内を巡回する。安心安全ボランティアの皆様にも校庭も見ていた
だく、教職員は、校内で来校者に会った場合は、必ず一声掛けるようなどの対策を実施しています。
今回の事件で一つ反省点として、情報の共有化が指摘されています。不審者情報等を学校で集約し

必要に応じて、警察や教育委員会とも相談し情報を発信して参ります。
何かご心配なことや不審者情報・児童の安心安全に関わる情報がございましたら、ぜひ、学校にお

知らせいただきたいと思います。引き続きご支援いただきますようお願い申し上げます。
さて、保護者の皆様からの絶大なご支援により、本校では、落ち着いて教育活動を進めて参りまし

た。みんみん学級の軽井沢宿泊学習や６年生の武石移動教室で、その指導の成果が発揮され、充実し
た思い出に残る行事を実施することが出来ました。

。 、 、その一端を紹介します みなみん学級の宿泊学習最終日の閉校式では ３年の児童が司会を担当し
６年児童が挨拶をしましたが、実に見事に出来宿舎の方々が絶賛していました。
６年移動教室３日目のお別れ式では、相手校の代表児童が挨拶の際、言葉に詰まってしまいました

が、本校の大勢の児童から「頑張れ」という温かい励ましの声が上がりました。その言葉に勇気づけ
られ、挨拶を済ませました。
相手校の引率者が 「自校の児童には、けなすような雰囲気がありましたが、相手校から励ましの、

言葉を掛けていただき、感激しました。本当に優しい子供たちですね。有り難うございました 」と。
感心していました。
これらは、日ごろ落ち着いた雰囲気で学校生活を送る中で、一人一人が身に付けてきた思いやりや

実践力だと重います。
本校の児童を誇りに思うと共に、保護者の皆様や地域の皆様のご支援に深く感謝をしています。こ

れからも、ご支援よろしくお願い申しあげます。

本校の教育活動を高く評価していただいています。
「子どもの読書活動優秀実践校」として、去る平成２５年４月２３日（火）に開催された「子
どもの読書活動推進フォーラム」にて 「文部科学大臣表彰」を受賞しましたが、文部科学省の、
ホームページ「子どもの読書の情報館」で紹介されることになりました。受けました。
平成２５年８月１日・２日に宇都宮市で開催される全国学校図書館協議会関東大会で、本校の実

践を東京都の代表として発表する機会を頂いています。
、 「『 』 」 、また 東京都教職員研修センターで開催される夏季集中講座 言葉の力 を育む教育の実践 で

本講の実践を紹介したいので資料を提供して戴きたいとの依頼がありました。さらに、全国学校図書
館協議会発行の写真ニュース「としょかん通信」の方から連絡があり、取材の申込もありました。
このように本校の区立南田中図書館と連携した教育活動につきまして、高い評価を戴いていること

を再確認いたしました。

ＷＦＰエッセイコンテスト2013
への応募をお待ちしていま
す。
昨年度も落合教諭を含め７１

名の作品を応募し、２１３０円
の募金を行いました。
日本全国から、６１６０名の

応募があったそうですが、応募
者の内、１００人に１人以上が
本校の関係者でした。４年生以
上の児童に呼びかけましたが、
保護者の皆様の中で、賛同いた
だける方のご応募をお待ちして
います。で


